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冒
頭
、山
本
勇
宰
専
務
理
事
が

｢

企
業
経
営
に
携
わ
る
方
に
は
、グ

ロ
ー
バ
ル
な
競
争
の
中
で
磨
い
て
い

く
こ
と
が
、こ
れ
か
ら
の
企
業
発
展

に
大
き
く
結
び
つ
く
と
思
っ
て
い
る
。

今
年
度
も
十
三
コ
ー
ス
を
実
施
す

る
が
、そ
の
メ
イ
ン
と
な
る
こ
の「
経

営
後
継
者
・
幹
部
養
成
コ
ー
ス
」
は

経
営
管
理
の
手
法
を
学
ん
で
い
た

だ
く
と
同
時
に
、受
講
い
た
だ
い
た

方
の
新
し
い
人
脈
を
つ
く
り
、情
報

交
換
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。
延
べ
三

十
日
間
の
長
期
研
修
は
大
変
だ
と

思
う
が
、決
意
を
新
た
に
目
標
を

立
て
ご
研
鑽
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」と
挨
拶
。�

　
続
い
て
、島
崎
慎
一
県
商
業
流
通

課
長
よ
り
「
企
業
は
人
な
り
。
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、企
業
経
営
は
経

営
者
の
能
力
、資
質
に
よ
る
と
こ
ろ

が
極
め
て
大
き
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。こ
の
研
修
で
は
、グ
ル
ー
プ
討
議

な
ど
の
参
画
型
を
採
り
入
れ
て
い

る
の
で
よ
り
実
践
的
な
研
修
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。�

　
ま
た
、異
業
種
の
方
々
と
交
流

を
深
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、講
義

と
は
ま
た
違
っ
た
面
か
ら
も
、実
り

あ
る
も
の
に
な
ろ
う
か
と
思
う
」

と
祝
辞
が
あ
っ
た
。�

　
そ
の
後
会
場
を
移
し
、開
講
記

念
講
演
会
と
し
て
、（株）
タ
カ
ギ
セ
イ

コ
ー
代
表
取
締
役
社
長
羽
場
光
明

氏
を
講
師
に
迎
え
、「
能
あ
る
鷹
は

爪
を
出
せ｣

と
題
し
て
講
演
が
行

わ
れ
、「
日
本
人
は
外
人
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
が
あ
っ
て
自
己
ア
ピ
ー
ル
が
で

き
な
い
。た
と
え
知
識
を
た
く
さ
ん

蓄
え
て
も
、そ
れ
を
い
か
に
高
く
売

る
か
が
重
要
。
だ
か
ら
隠
し
て
い
て

は
い
け
な
い
。そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を

売
り
込
む
力
を
も
っ
て
欲
し
い
。こ

れ
が
国
際
社
会
に
通
用
す
る
も
っ

と
も
大
事
な

と
こ
ろ
で
あ
る
。

物
の
本
質
を

し
っ
か
り
見

る
目
を
養
成

し
な
け
れ
ば

企
業
は
成
長

し
な
い
」
と

話
さ
れ
た
。�

�

縄
文
時
代
の
人
々
は
、

ひ
た
す
ら
自
分
の
知
恵

を
蓄
積
し
て
生
き
た
。

そ
し
て
、知
恵
に
優
れ
た
人
が
リ

ー
ダ
ー
に
な
っ
て
、こ
れ
を
習
慣
化
、

様
式
化
し
た
。
生
産
に
余
剰
が

生
じ
、交
換
が
始
ま
っ
た
。や
が
て
、

人
々
の
交
流
が
広
が
り
、朝
鮮

半
島
な
ど
か
ら
大
陸
の
知
恵
や

文
化
を
移
入
し
た
▼
移
入
し
た

も
の
は
、日
本
に
と
っ
て
先
進
的

な
も
の
ば
か
り
。
食
器
、農
具
、

生
活
具
な
ど
、便
利
品
の
み
な

ら
ず
、言
葉
や
文
字
も
半
島
を

渡
っ
た
。呉
字
、漢
字
と
と
も
に
、

儒
教
や
仏
教
が
渡
来
し
、人
々

の
諍
い
を
安
定
に
導
き
、心
を
鎮

め
た
の
で
あ
っ
た
▼
以
来
、多
く

を
受
け
入
れ
る
た
め
、精
を
出

し
た
。こ
れ
ら
を
日
本
的
な
も
の

に
消
化
し
た
の
だ
が
、中
に
は
、

本
来
の
教
え
を
逸
脱
し
た
り
、

上
辺
だ
け
を
取
り
入
れ
た
仕
組

み
な
ど
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
▼

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
、日
本
の
曖
昧

さ
の
始
ま
り
を
見
る
思
い
。こ
の

千
数
百
年
、曖
昧
性
を
美
意
識

に
し
て
、日
本
の
文
化
や
経
済
が

育
ま
れ
て
き
た
の
だ
が
、今
に
至

っ
て
、そ
ん
な
歴
史
の
連
な
り
に

頭
を
傾
げ
て
い
る
。�

羽場社長の開講記念講演�

山本専務の開講挨拶�
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富
山
県
商
工
同
友
会
は
、
七
月

五
日
富
山
県
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
地
域
経
済
活
性
化
研
究

会
を
開
催
し
た
。

　

講
師
に
は
、
㈱
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
グ
ル
ー
ヴ
ィ
の
高
峰
博
保
氏

を
招
き
、
同
友
会
の
本
年
度
の
研

究
課
題
「
観
光
と
地
域
活
性
化
」

を
テ
ー
マ
に
研
修
し
た
。

　

高
峰
氏（
写
真
）は
、
観
光
で
創

ら
れ
た
場
面
を
見
せ
ら
れ
の
で
な

く
、
地
域
の
人
が
何
を
楽
し
ん
で

暮
ら
し
て
い
る
の
か
を
旅
の
人
は

求
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
経
済
の
活
性
化
と
は
、

お
金
が
動
く
こ
と
で
あ
り
、
お
金

を
動
か
す
に
は
人
を
動
か
し
、
情

報
が
人
の
動
き
を
大
き
く
左
右
す

る
。
ネ
ッ
ト

上
の
情
報
を

ど
れ
だ
け
見

や
す
く
編
集

し
て
見
せ
る

か
が
大
切
で

あ
る
と
強
調

さ
れ
た
。

　

商
工
会
連
合

会
の
も
の
づ
く

り
委
員
会
が
七

月
九
日
、
中
小

企
業
研
修
セ
ン

タ
ー
で
各
商
工

会
工
業
部
会
長
、

事
務
局
担
当
者

約
五
十
名
出
席

の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
織
田
委
員
長
は
「
景
気

は
緩
や
か
な
回
復
に
向
か
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
る
が
、
大
企
業
と
中

小
企
業
、
業
種
間
格
差
、
都
市
と

地
方
等
、
二
極
化
傾
向
に
あ
り
、

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と

　

特
に
今
年
度
は
、
指
導
員
全
員

が
広
域
担
当
経
営
指
導
員
と
な
る

こ
と
か
ら
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
の
よ

り
積
極
的
な
活
動
を
方
向
づ
け
る
。

広
域
的
な
事
業
と
し
て
、「
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
の
一
本
化
」
等
の
テ
ー

マ
を
掲
げ
た
取
り
組
み
や
、
広
域

経
営
相
談
会
の
開
催
を
予
定
し
て

い
る
ブ
ロ
ッ
ク
の
ほ
か
、
人
事
交

流
が
進
み
、
指
導
員
ご
と
に
他
商

工
会
地
域
の
事
業
所
の
指
導
を
継

続
的
に
受
け
持
っ
て
い
る
と
い
う

事
例
な

ど
が
報

告
さ
れ

た
。
県

内
各
商

工
会
で

は
、
エ

リ
ア
別

に
商
工

会
組
織

庄川清流温泉

とっておきのお宿

順不同
〒932‐0395　富山県庄川町　庄川泉源株式会社

市外局番（０７６３）
ホテル・旅館名

ＦＡＸＴＥＬ
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８２‐５１６６８２‐５１８８や ま ぶ き 荘○保 

コンピュータによる

商工会の記帳システム
記帳システムによる効果

お問い合わせ・お申し込みは…　商工会

◆めんどうな記帳事務から解放

されます。

◆企業秘密は万全です。

◆経費はほんのわずかです。

　

六
月
二
十
四
日
、
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
広

域
指
導
支
部
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議
が
開
催
さ
れ
、
幹
事
商
工
会
の

事
務
局
長
（
セ
ン
タ
ー
所
長
）
ら
が
出
席
。
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
広
域

経
営
支
援
体
制
の
強
化
・
推
進
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

９ブロック幹事商工会が出席して会議

再
編
推
進
事
業
を
実
施
し
、
広
域

連
携
・
合
併
問
題
に
つ
い
て
研
究

を
行
う
が
、
経
営
支
援
、
経
営
指

導
の
面
で
も
一
層
の
成
果
が
上
が

る
よ
う
求
め
ら
れ
る
。

県の主要商工施策を聞く
　

県の主要商工施策を聞く県の主要商工施策を聞く
ものづくり委員会ものづくり委員会

織田委員長開会の挨拶

感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
中
小
企
業

を
取
り
巻
く
問
題
と
し
て
、
環
境

問
題
や
情
報
化
へ
の
対
応
等
が
急

務
で
あ
る
。
本
日
は
、
県
の
主
要

商
工
施
策
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ

く
予
定
に
し
て
お
り
、
今
後
の
も

の
づ
く
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学

ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
。

　

引
き
続
き
、
県
商
工
企
画
課
の

斉
藤
課
長
よ
り
最
近
の
県
内
経
済

情
勢
や
景
気
雇
用
対
策
等
の
主
要

施
策
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
出
席
者
に
よ
る
懇
談

会
に
移
っ
た
が
、
主
な
意
見
と
し

て
、
広
域
合
併
が
目
前
に
迫
っ
て

い
る
が
、
地
域
の
特
色
あ
る
産
業

の
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
商
工
農

が
一
体
化
し
た
取
り
組
み
が
欲
し

い
。
そ
の
た
め
の
人
づ
く
り
を
行

い
、
も
の
づ
く
り
産
業
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
等
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

観
光
を
テ
ー
マ
に

地
域
経
済
活
性
化
研
究
会

県
商
工
同
友
会

情
報
が
人
を
動
か
す

全
指
導
員
に
よ
る
広
域
連
携

�
広
域
支
部
セ
ン
タ
ー
連
携
会
議
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セ

ミ

ナ

ー
」
を
開

い
た
。

　

午
前
九

時
三
十
分

よ
り
始
ま

っ
た
セ
ミ

ナ
ー
は
、

冒
頭
、
各

ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
担
当
官
よ
り
管
内
雇
用
失
業

情
勢
に
つ
い
て
報
告
。

　

つ
い
で
、講
師
の
三
島
一
時
氏
・

北
田
恒
雄
氏
（
㈱
パ
ソ
ナ
キ
ャ
リ

ア
ア
セ
ッ
ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

よ
り「
自
分
の
商
品
価
値
を
知
る
」

「
人
の
目
を
引
く
応
募
書
類
の
作

成
」「
こ
れ
か
ら
の
目
標
設
定
と
活

動
計
画
の
立
て
方
」
の
ほ
か
、
実

際
に
参
加
者
に
自
分
の
履
歴
書
、

職
務
経
歴
書
を
書
い
て
も
ら
い
、

即
応
募
企
業
へ
提
出
で
き
る
よ
う

実
習
し
た
。

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
夏

野
麗
子
会
長
）
の
「
商
工
会
女
性

部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
及
び
主
張
発
表
県

大
会
」
が
六
月
二
十
九
日
、
富
山

市
の
富
山
全
日
空
ホ
テ
ル
に
県
下

の
商
工
会
女
性
部
員
百
六
十
名
が

参
加
し
、
開
催
さ
れ
た
。
主
張
発

表
大
会
に
は
県
下
四
ブ
ロ
ッ
ク
か

ら
選
ば
れ
た
四
名
が
出
場
し
、
最

優
秀
賞
に
は
、
も
て
な
し
の
心
を

大
切
に
と
発
表
し
た
井
山
陽
子

（
八
尾
）さ
ん
が
選
ば
れ
、
八
月
二

十
四
日
、
三
重
県
で
開
催
さ
れ
る

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
県
代
表
と

し
て
出
場
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

　

主
張
発
表
大
会
に
先
立
ち
平
成 最優秀賞の井山陽子さん

女
性
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、

夏
野
県
女
性
連
会
長
の
開
会
挨
拶

の
後
、「
人
の
こ
こ
ろ
の
つ
か
み
方

―
吉
本
流
体
験
的
仕
事
の
極
意
」

と
題
し
、
元
吉
本
興
業
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
の
大
谷
由
里
子
氏
が
講
演
。

　

主
張
発
表
県
大
会
の
結
果
は
次

の
と
お
り
。
最
優
秀
賞
＝
井
山
陽

子
（
八
尾
町
）
優
秀
賞
＝
若
林
と

し
子
（
下
村
）
優
良
賞
＝
吉
江
み

さ
を
（
福
野
町
）
松
田
三
枝
子

（
舟
橋
村
）

　

商
工
会
青
年
部
主
張
ブ
ロ
ッ
ク

別
発
表
大
会
が
順
次
開
催
さ
れ
、

県
大
会
の
代
表
８
名
が
決
定
し
た
。

　

六
月
二
十
二
日
の
砺
波
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
を
皮
切
り
に
四
ブ
ロ
ッ
ク

で
開
催
さ
れ
、
延
べ
三
十
名
の
発

表
者
が
日
頃
の
青
年
部
活
動
を
通

し
て
得
ら
れ
た
経
験
や
成
果
な
ど

県
大
会
代
表

８
名
決
定　

青
年
部
主
張
発
表
大
会

最近の県内経済情勢

�個人消費�

　おおむね横ばい。

�生　　産�

　持ち直している。

�設　　備�

　製造業を中心に増加してい

る。

�雇用情勢�

　緩やかに改善しているが、

有効求職者数が依然高水準。

�企業倒産�

　減少傾向が続いてきたが６

月は増加した。

を
持
ち
時
間
十
分
以
内
で
発
表
し
、

審
査
が
行
わ
れ
た
。

　

県
大
会
は
、
九
月
二
十
九
日
、

富
山
県
民
会
館
に
於
い
て
開
催
さ

れ
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
別
代
表
者
８
名

は
次
の
と
お
り
。

　

花
島
直
浩
（
福
野
町
）、
高
木
正

人
（
井
波
町
）、
坂
井
克
彰
（
宇
奈

月
町
）、
尾
近　

晃
（
立
山
町
）、

安
田
孝
士
（
大
門
町
）、
専
徒
英
一

（
中
田
）、
古
川
真
人
（
和
合
）、

川
原
友
樹
（
八
尾
町
）

　

富
山
県
商
工
会
連
合
会
は
、
六

月
二
十
二
日
（
小
杉
町
社
会
福
祉

会
館
）
二
十
三
日
（
小
矢
部
総
合

会
館
）
二
十
四
日
（
福
野
町
商
工

会
館
）
の
三
日
間
、
県
西
部
地
域

の
求
職
者
を
対
象
に
「
就
職
支
援

中小企業と歩む『信用保証』
売掛債権を担保に　→　売掛債権担保融資保証
創業、分社化に　→　新事業創出関連保証
創 業 に　→　創 業 関 連 保 証
経 営 革 新 に　→　経 営 革 新 関 連 保 証
ベ ン チ ャ ー に　→　研究開発等事業関連保証

富山県信用保証協会
本　　　所　富山市総曲輪２丁目１番３号（富山商工会議所ビル４・５階）
　　　　　　　　　TEL　（０７６）４２３－３１７１
高岡連絡所　高岡市丸の内１番４０号（高岡商工ビル６階）
　　　　　　　　　TEL　（０７６６）２１－６８２０
　　　　　　　　　　　　　　http://www.cgc-toyama.or.jp/

就
職
は
力
の
あ
る
者
で
な
く
、

準
備
が
整
っ
た
者
が
勝
つ

井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井井
山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山
さささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん 　
　

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
ククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククク
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

（八尾）（八尾）

�

地
域
活
動
で
意
見
発
表

 
地
域
活
動
で
意
見
発
表

女
性
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
及
び

女
性
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
及
び

主

張

発

表

県

大

会

主

張

発

表

県

大

会

就職支援セミナー　

地
域
求
職
活
動
援
助
事
業

�

 
３
会
場
で
開
く

県
西
部
地
域

求
職
者
対
象
に
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高
岡
市
中
田
、

中
心
部
の
住
宅
地

の
中
に
、
す
し
屋

で
サ
バ
寿
司
を
人

気
商
品
に
し
よ
う

と
頑
張
っ
て
い
る

店
主
・
酒
井
貴
紹

さ
ん（
三
十
一
才
）

の
店
が
あ
る
。�

　
高
校
を
卒
業
後
、大
阪
で
割
烹
、

寿
司
店
で
約
十
年
間
修
行
を
重
ね

平
成
十
二
年
一
月
に
中
田
に
帰
り
、

先
代
の
築
い
た
す
し
屋
「
天
龍
」の

二
代
目
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
。�

　
現
在
は
、母
親
と
二
人
で
店
を

切
り
盛
り
し
て
い
る
。当
然
の
事
な

が
ら
酒
井
さ
ん
が
唯
一
の
板
前
さ
ん

で
あ
る
。�

　
サ
バ
は
、本
人
が
毎
朝
市
場
に
行

き
自
分
の
目
で
確
か
め
て
選
ぶ
。�

　
肉
厚
の
サ
バ
を
塩
と
酢
で
一
晩
ね

か
せ
た
後
に
、サ
バ
独
特
の
生
臭
さ

を
消
す
調
理
方
法
で
あ
っ
さ
り
し

た
味
わ
い
に
す
る
。�

　
厳
選
さ
れ
た
活
き
の
い
い
サ
バ
を

使
用
し
片
身
を
一
人
前
と
し
て
ボ

リ
ュ
ー
ム
は
満
点
、誰
も
が
満
足
し

て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。�

　
サ
バ
寿
司
に
も
数
多
く
の
種
類

が
あ
り
、同
業
者
が
沢
山
い
る
中
で

少
し
で
も
自
分
な
り
に
色
々
と
工

夫
を
凝
ら
し
、付
加
価
値
の
あ
る

商
品
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
、大

阪
で
身
に
つ
け
た
技
術
を
活
か
し

た
逸
品
と
語
る
。�

　
サ
バ
寿
司
を
注
文
さ
れ
る
時
は
、

サ
バ
寿
司
の
旨
味
を
引
き
出
し
お

客
さ
ま
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
す
る
た
め
、出
来
る
だ
け

事
前
に
予
約
を
し
て
ほ
し
い
と
話
す
。�

　
お
客
様
に
は
、こ
れ
か
ら
の
時
代

を
見
据
え
健
康
で
安
全
な「
天
然
」

の
魚
を
、出
来
る
限
り
安
く
提
供

で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、気
軽
に
店
に
立
ち
寄
っ
て
ほ

し
い
と

ニ
コ
ニ
コ

し
て
や

さ
し
げ

な
顔
で

話
し
て

く
れ
た
。�

��

　�

店主　酒井貴紹�

天龍（中田）�

活のいいサバを素材に�

す
し
屋
「
天
龍
」二
代
目�

付
加
価
値
の
あ
る
商
品
づ
く
り�

天
然
の
魚
を
安
く
提
供�

　
昨
年
十
月
に
募
集
開
始
い
た
し

ま
し
た
全
国
商
工
会
会
員
福
祉

共
済
へ
の
本
県
加
入
が
、七
月
一
日

で
千
百
口
を
超
え
ま
し
た
。
商
工

会
員
に
よ
る
商
工
会
員
の
た
め
の

制
度
と
し
て
、手
軽
な
掛
金
で
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
補
償
が
提
供
さ
れ

ま
す
。�

　
な
お
、九
月
一
日
か
ら
は
疾
病
入

院
見
舞
金
支
払
い
が
新
た
に
追
加

さ
れ
ま
す
の
で
、是
非
こ
の
機
会
に

ご
加
入
を
検
討
下
さ
い
。�

これまでの補償� プラス�
加入タイプ�

疾病入院見舞金�

※毎年の共済期間開始日（１１月１日)における年齢が６５歳以下の被共済者が、�
疾病により医師の治療を受けるため継続して３０日以上入院された場合に見舞金をお支払いします。�
�

加入年齢�
�

加入タイプ�
�

交通事故�
不慮の事故�
交通事故�
不慮の事故�

死亡�
共済金�

後遺障害�
共済金�
�
�

掛　金�

手術共済金�
�

入院共済金�
（１日あたり）�

通院共済金�
（１日あたり）�

※Ｃタイプのみでの加入はできません。詳しくは、商工会へお問い合わせ下さい。�

共
　
済
　
金
　
額�

�

月額２，０００円�
１，０００万円�
８００万円�

１，０００万円～１０万円�
８００万円～８万円�

Aタイプ�

満６歳～65歳�
（継続加入は７４歳迄）�

手術内容に応じて�
２０・１０・５万円�

８，０００円�
（1日目～１００日目）�

3,0００円�
（３日目～１００日目）�

月額２，０００円�
７００万円�
５００万円�

７００万円～７万円�
５００万円～５万円�

Bタイプ�
満６６歳～８０歳�
（継続加入は８５歳迄）�

手術内容に応じて�
１０・５・２.５万円�

５，０００円�
（3日目～１００日目）�

１，５００円�
（３日目～１００日目）�

基本モデル（主契約）� 付加モデル（従契約）�

月額１，０００円�
４００万円�
３００万円�

４００万円～４万円�
３００万円～３万円�

Cタイプ�
満６歳～６５歳�

（継続加入は７４歳迄）�

手術内容に応じて�
１０・５・２.５万円�

４，０００円�
（１日目～１００日目）�

１，５００円�
（３日目～１００日目）�

Ａタイプ�

50，000円�

Bタイプ�

25，000円�

4
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中
小
企
業
者
の
た
め
の
県
融
資
制
度

（
平
成
16
年
７
月
20
日
現
在
）

融
資
の
ご
相
談
、お
申
込
み
は『
商
工
会
』 へ

融
資
申
込
先
（
他
）

融
資

条
件

資
金
使
途

融
資

対
象

資
金

名
保
　
証
　
料
　
率

貸
付
利
率

期
間
（
う
ち
据
置
期
間
）

限
度
額
（
万
円
）

市
町
村
、
商
工
会
議
所
又
は
商

工
会
を
経
由
の
う
え
取
扱
金
融

機
関
※
取
扱
は
市
町
村
が
特
定
す
る

金
融
機
関
に
限
る

年
０
．７
％

保
証
必
須

た
だ
し
、
特
別
小
口
保

険
の
要
件
を
満
た
す
方

年
０
．５
％

年
１
．６
５
％
以
内

設
備
資
金
７
年
以
内

運
転
資
金
５
年
以
内

（
た
だ
し
、
最
近
決
算
に
お
い

て
２
期
連
続
し
て
経
常
赤
字
を

計
上
し
て
お
り
、
か
つ
、
県
内

の
商
工
会
議
所
、
商
工
会
ま
た

は
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
経
営
指
導
を
受
け
て
い

る
場
合
は
７
年
以
内
）

無
担
保
　
１
，２
５０

（
保
証
債
務
残
高
が
１
，２
５０
万

円
以
下
等
の
条
件
を
満
た
す
者

に
あ
っ
て
は
、無
担
保
無
保
証
）

設
備
資
金

運
転
資
金

従
業
員
２０
人
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
５
人
）
以
下
の
小
規
模
事
業
者
（
富
山
市
以
外
）

一
般
小
口
枠

小
口
事
業

資
金

市
町
村
、
商
工
会
議
所
又
は
商

工
会
の
認
定
書
を
添
え
て
取
扱

金
融
機
関

年
０
．８
％

保
証
必
須

年
１
．５
５
％
以
内

７
年
以
内
（
１
年
以
内
）

５
，０
００

運
転
資
金

経
済
の
構
造
的
要
因
に
よ
り
、
最
近
３
ヶ
月
以
上
１
年
以
内
の
期
間
の
売
上
が
前
年
同
期
比

１０
％
以
上
減
少
又
は
最
近
時
決
算
に
お
い
て
経
常
赤
字
の
中
小
企
業
者

地
域
産
業
対
策
枠

経
営
安
定

資
金

上
記
地
域
産
業
対
策
枠
の
認
定

書
お
よ
び
富
山
、
高
岡
、
氷
見
、

魚
津
の
各
商
工
会
議
所
又
は
富

山
県
商
工
会
連
合
会
の
推
薦
書

を
添
え
て
取
扱
金
融
機
関

年
０
．８
％

保
証
必
須

年
１
．５
５
％
以
内

７
年
以
内
（
１
年
以
内
）

１
，５
００

運
転
資
金

上
記
の
要
件
中
、
最
近
３
ヶ
月
以
上
を
１
ヶ
月
以
上
と
緩
和
し
た
要
件
を
満
た
し
、
商
工
調
停

士
の
指
導
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業
者

経
営
安
定
特
別
分

市
町
村
、
商
工
会
議
所
又
は
商

工
会
の
認
定
書
を
添
え
て
取
扱

金
融
機
関

年
０
．８
％

年
１
．５
５
％
以
内

運
転
資
金

５
年
以
内
（
１
年
以
内
）

設
備
資
金

７
年
以
内（
１
年
６
ヶ
月
以
内
）

�
　
２
，０
００

�
　
４
，０
００

�
　
４
，０
００

（
う
ち
運
転
資
金
２
，０
００
）

�
　
運
転
資
金

�
　
設
備
の
新
増
設
に

要
す
る
設
備
資
金

�
　
当
該
事
業
の
開
始

に
要
す
る

設
備
資
金

運
転
資
金

特
定
中
小
企
業
集
積
地
域
の
う
ち
、
国
が
特
定
し
た
特
に
経
済
が
停
滞
し
て
い
る
地
域
（
※
１
）

に
お
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
中
小
企
業
者

�
　
最
近
３
ヵ
月
間
の
売
上
高
が
過
去
３
年
間
の
い
ず
れ
か
の
年
の
同
期
比
５
％
以
上
減
少

�
　
設
備
の
新
増
設
を
行
う
者
で
、
最
近
３
ヶ
月
間
の
売
上
高
が
過
去
３
年
間
の
い
ず
れ
か
の

年
の
同
期
と
比
べ
増
加
し
て
い
な
い
。

�
　
指
定
地
域
外
で
事
業
を
営
ん
で
お
り
、
新
た
に
指
定
地
域
内
で
事
業
を
開
始
す
る
。

地
域
中
小
企
業

特
別
支
援
枠

取
扱
金
融
機
関
を
経
由
の
う
え

県
経
営
支
援
課

年
０
．８
％

保
証
必
須

年
１
．３
％
以
内

設
備
資
金

７
年
以
内
（
１
年
以
内
）

運
転
資
金

７
年
以
内
（
１
年
以
内
）

１０
，０
００

設
備
資
金

運
転
資
金

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
中
小
企
業
者
で
、
具
体
的
で
実
現
可
能
な
経
営
改
善
計
画
を
金
融

機
関
と
連
携
し
て
策
定
し
て
い
る
者

�
　
最
近
時
決
算
に
お
い
て
経
常
赤
字
の
者

�
　
㈱
整
理
回
収
機
構
へ
貸
付
債
権
が
譲
渡
さ
れ
た
者

�
　
民
事
再
生
法
等
に
よ
る
法
的
再
建
手
続
を
行
う
者

�
　
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
か
ら
再
生
支
援
の
認
定
を
受
け
た
者

企
業
再
生
支
援
枠

取
扱
金
融
機
関

年
０
．７
％

保
証
必
須

年
１
．３
％
以
内

７
年
以
内
（
１
年
以
内
）

５
，０
００

（
た
だ
し
債
権
額
限
度
と
す
る
）

運
転
資
金

国
又
は
信
用
保
証
協
会
が
指
定
し
た
倒
産
企
業
に
５０
万
円
以
上
の
債
権
を
有
す
る
中
小
企
業
者

（
事
業
実
績
１
年
未
満
で
も
可
）

連
鎖
倒
産
防
止
枠

市
町
村
、
商
工
会
議
所
又
は
商

工
会
の
認
定
書
及
び
実
施
計
画

書
を
添
え
て
取
扱
金
融
期
間

年
０
．８
％

保
証
必
須

年
１
．５
５
％
以
内

７
年
以
内
（
６
ヶ
月
以
内
）

�
　
４
，０
００

�
　
１
，０
００

�
　
一
般
枠

　
県
の
制
度
融
資
（
県

小
口
事
業
資
金
を
除

く
）
の
借
換
え

�
　
小
口
枠

　
県
小
口
事
業
資
金
の

借
換
え

最
近
３
ヶ
月
の
売
上
高
が
過
去
３
年
間
の
い
ず
れ
か
の
年
の
同
期
と
比
べ
て
５
％
以
上
減
少
し
、

経
営
改
善
計
画
を
策
定
し
借
換
え
を
行
う
こ
と
に
よ
り
経
営
の
改
善
が
期
待
さ
れ
る
中
小
企
業

者

緊
急
経
営
改
善
資
金

取
扱
期
間
　
　
　
　
　
　

平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で

※
１
　
国
指
定
地
域

　
　
富
山
市
、
高
岡
市
、
滑
川
市
、
砺
波
市
、
大
沢
野
町
、
立
山
町
、
福
野
町
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融
資
申
込
先
（
他
）

融
資

条
件

資
金
使
途

融
資

対
象

資
金

名
保
　
証
　
料
　
率

貸
付
利
率

期
間
（
う
ち
据
置
期
間
）

限
度
額
（
万
円
）

取
扱
金
融
機
関
を
経
由
の
う
え

県
経
営
支
援
課

年
０
．８
％

年
１
．６
５
％
以
内

�
　
設
備
資
金

　
１０
年
以
内
（
１
年
以
内
）

　
運
転
資
金

　
５
年
以
内
（
１
年
以
内
）

�
　
�
　
設
備
資
金

　
７
年
以
内
（
１
年
以
内
）

　
運
転
資
金

　
５
年
以
内
（
１
年
以
内
）

５
，０
００

（
う
ち
運
転
資
金
１
，０
００
）

�
　
�
　
�

設
備
資
金

（
設
備
投
資
に
伴
う
運

転
資
金
）

※
運
転
資
金
の
み
の
利

用
は
不
可

�
　
高
度
技
術
化
若
し
く
は
製
品
の
安
全
性
向
上
の
た
め
の
設
備
の
設
置
又
は
試
験
研
究
施
設

の
設
置

�
　
省
力
化
効
果
の
著
し
い
機
械
設
備
の
設
置
、
１０
％
以
上
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
を
あ
げ
得

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
化
施
設
、
廃
熱
等
の
有
効
利
用
施
設
、
産
業
廃
棄
物
等
の
熱
源
利
用

施
設
又
は
太
陽
熱
等
の
利
用
施
設
の
設
置

�
　
公
害
の
発
生
若
し
く
は
公
共
事
業
の
実
施
に
伴
っ
て
余
儀
な
く
さ
れ
る
工
場
の
移
転
又
は

工
場
の
環
境
改
善
を
行
う
工
場
の
移
転
に
係
る
土
地
、
建
物
、
構
築
物
又
は
設
備
の
取
得

高
度
技
術
化
促
進
資
金

�
　
�

　
設
備
資
金
・
運
転
資
金

　
５
年
以
内
（
１
年
以
内
）

５
，０
００

（
う
ち
運
転
資
金
１
，０
００
）

�
　
�

設
備
資
金

運
転
資
金

�
　
デ
ザ
イ
ン
の
開
発
、
取
得
又
は
改
善

�
　
品
質
・
環
境
管
理
に
関
す
る
国
際
規
格
の
認
証
等
の
取
得

取
扱
金
融
機
関
を
経
由
の
う
え

県
経
営
支
援
課

年
０
．８
％

年
１
．３
％
以
内

設
備
資
金

１０
年
以
内
（
１
年
以
内
）

運
転
資
金

５
年
以
内
（
１
年
以
内
）

１０
，０
００

（
う
ち
運
転
資
金
１
，０
００
た
だ

し
資
金
使
途
が
�
に
該
当
す
る

場
合
は
運
転
資
金
３
，０
００
）

設
備
資
金

（
設
備
投
資
に
伴
う
運

転
資
金
）

※
運
転
資
金
の
み
の
利

用
は
不
可

�
　
高
度
情
報
化
設
備
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
た
販
売
管
理
及
び
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
の

設
置

�
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
情
報
通
信
機
器
等
の
製
造
設
備
の
設
置

�
　
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
コ
ン
テ
ン
ツ
製
作
の
高
度
化
の
た
め
の
設
備
の
設
置

�
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
制
作

Ｉ
Ｔ
推
進
枠

新
産
業
・

ベ
ン
チ
ャ
ー

創
出
支
援

資
金

取
扱
金
融
機
関
を
経
由
の
う
え

県
経
営
支
援
課

年
０
．８
％

年
１
．３
％
以
内

設
備
資
金

１０
年
以
内
（
１
年
以
内
）

運
転
資
金

５
年
以
内
（
１
年
以
内
）

５
，０
００

（
う
ち
運
転
資
金
１
，０
００
）

設
備
資
金

（
設
備
投
資
に
伴
う
運

転
資
金
）

※
運
転
資
金
の
み
の
利

用
は
不
可

�
　
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
新
製
品
の
開
発
、
製
造
の
た
め
の
設
備

�
　
富
山
湾
の
海
洋
深
層
水
を
活
用
し
た
新
製
品
の
開
発
、
製
造
の
た
め
の
設
備

バ
イ
オ
・
深
層
水

関
連
産
業
支
援
枠

取
扱
金
融
機
関
を
経
由
の
う
え

県
経
営
支
援
課

年
０
．７
％
保
証
必
須

年
１
．６
５
％
以
内

設
備
資
金

７
年
以
内
（
１
年
以
内
）

運
転
資
金

５
年
以
内
（
１
年
以
内
）

３
，０
００

創
業
予
定
者

２５
００

設
備
資
金

運
転
資
金

�
　
（
創
業
者
分
）
事
業
を
営
ん
で
い
な
い
個
人
が
事
業
を
開
始
す
る
予
定
の
も
の
で
あ
っ
て
、

創
業
し
よ
う
と
す
る
業
種
に
３
年
以
上
従
事
し
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る
も
の
若
し
く
は
こ

れ
に
類
す
る
も
の
又
は
こ
れ
ら
に
該
当
し
て
事
業
を
開
始
し
た
中
小
企
業
者
で
あ
っ
て
、
創

業
後
１
年
未
満
の
も
の

創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー

支
援

枠

取
扱
金
融
機
関
を
経
由
の
う
え

県
経
営
支
援
課

年
０
．７
％

年
１
．５
５
％
以
内

設
備
資
金

１０
年
以
内
（
１
年
以
内
）

運
転
資
金

５
年
以
内
（
１
年
以
内
）

１０
，０
００

（
う
ち
運
転
資
金
１
，５
００
）

当
該
事
業
に
要
す
る

設
備
資
金

運
転
資
金

�
　
（
創
造
法
・
経
営
革
新
法
分
）
中
小
企
業
創
造
活
動
促
進
法
に
よ
る
研
究
開
発
等
事
業
計

画
の
認
定
を
受
け
た
事
業
・
中
小
企
業
経
営
革
新
支
援
法
に
よ
る
経
営
革
新
計
画
の
承
認
を

受
け
た
事
業
及
び
こ
れ
に
類
す
る
事
業
を
行
う
も
の

取
扱
金
融
機
関
を
経
由
の
う
え

県
経
営
支
援
課

年
０
．８
％

年
１
．５
５
％
以
内

設
備
資
金

７
年
以
内
（
１
年
以
内
）

運
転
資
金

５
年
以
内
（
１
年
以
内
）

４
，０
００

（
う
ち
運
転
資
金
１
，０
００
）

当
該
事
業
に
要
す
る

設
備
資
金

運
転
資
金

�
　
（
新
事
業
展
開
支
援
分
）
経
済
の
多
様
か
つ
構
造
的
な
変
化
に
適
応
す
る
た
め
、
次
の
い

ず
れ
か
の
事
業
展
開
を
行
う
中
小
企
業
者
又
は
出
資
法
人

　
①
現
在
の
事
業
と
日
本
標
準
産
業
分
類
細
分
類
が
異
な
る
事
業
を
新
た
に
行
い
、
新
事
業
の

占
め
る
割
合
が
５
年
以
内
に
１
／
４
以
上
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の

　
②
原
材
料
又
は
生
産
加
工
技
術
の
い
ず
れ
か
が
異
な
り
、
か
つ
、
用
途
、
販
路
、
機
能
又
は

性
能
の
い
ず
れ
か
が
異
な
る
事
業
を
新
た
に
行
い
、
新
事
業
の
占
め
る
割
合
が
５
年
以
内

に
１
／
４
以
上
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の

取
扱
金
融
機
関
を
経
由
の
う
え

県
経
営
支
援
課

年
０
．８
％

年
１
．７
５
％
以
内

７
年
以
内
（
１
年
以
内
）

�
　
�
　
３
，０
００

�
　
　
　１
０
，０
００

当
該
事
業
に
要
す
る
　

�
　
設
備
資
金

�
　
運
転
資
金

　
　
床
取
得
費

　
　
入
居
保
証
金

　
　
（
敷
金
を
含
む
）

�
　
設
備
資
金

�
　
次
の
投
資
等
を
行
う
中
小
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
者
　
①
店
舗
の
改
装
　
②
集
配
セ
ン
タ
ー

の
設
置

�
　
空
き
店
舗
に
新
た
に
出
店
（
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
の
入
居
を
含
む
。）
を
す
る
中
小
商
業
・
サ

ー
ビ
ス
業
者

�
　
商
店
街
整
備
計
画
に
基
づ
き
そ
の
環
境
整
備
を
行
う
組
合

商
業
活
性
化
枠

商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業

活
性
化
資
金

★
詳
し
い
こ
と
は
、
商
工
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
（
利
率
は
金
融
情
勢
に
よ
り
変
更
さ
れ
ま
す
）。
　
富
山
県
商
工
会
連
合
会
TE
L0
76
（
44
1）
27
16
　
県
経
営
支
援
課
TE
L0
76
（
44
4）
32
48
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戸
出
商
工
会
は
六
月
二
十
八
日
、

同
商
工
会
館
で
中
国
上
海
研
修
視

察
団
約
百
四
十
名
の
結
団
式
を
行

な
い
、団
長
の
大
井
弘
商
工
会
長
が

「
富
山
空
港
と
中
国
上
海
を
結
ぶ

定
期
路
線
の
実
現
に
向
け
て
後
押

し
を
し
た
い
」と
挨
拶
し
た
。�

　
一
行
は
、七
月
十
五
日
、富
山
空

港
か
ら
チ
ャ
ー
タ
ー
便
で
出
発
し
、

韓
正
上
海
市
長
に
面
会
し
て
、橘

高
岡
市
長
と
石
澤
県
連
会
長
か
ら

の
親
書
を
届
け
た
。二
日
目
は
、北

陸
銀
行
上
海
駐
在
員
事
務
所
長
か

ら「
上
海
の
最
近
事
情
」
を
テ
ー
マ

に
経
済
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。　

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト「
庄
川
な
ん
で

も
市
」が
六
月
二
十
七
日
、庄
川
町

水
記
念
公
園
広
場
で
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
た
。�

　
初
回
の
こ
の
日
は
商
工
会
女
性

部
や
個
人
団
体
、事
業
所
か
ら
約

五
十
店
が
出
店
し
訪
れ
た
人
を
楽

し
ま
せ
た
。
ま
た
十
月
に
は
、観
光

面
か
ら
木
工
絵
皿
体
験
教
室
や
庄

川
特
産｢

庄
川
柚
子｣

食
文
化
加
工

技
術
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ

る
予
定
。十
月
ま
で
第
四
日
曜
日
の

午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
開
く
。�

�

　
新
し
く
村
民
に
な
っ
た
方
達
や

来
村
者
に
村
を
よ
く
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、こ
れ
ま
で
に
な
い
、わ
か
り

や
す
く
、見
や
す
い
マ
ッ
プ
を
作
成

し
た
も
の
で
あ
る
。
村
広
報
と
一
緒

に
全
所
帯
に
配
る
と
と
も
に
、村
の

公
共
施
設
等
に
配
布
す
る
予
定
。���

　
こ
の
夏
、猛
暑
と
と
も
に
、景
気
は

『
不
況
を
脱
出
』し
た
よ
う
で
あ
る
。�

　
今
年
の
春
の「
企
業
決
算
」
は
最

高
益
を
記
録
し
た
企
業
が
多
い
。�

　
ま
た
、二
〇
〇
三
年
度
の「
設
備
投

資
」が
一
九
九
一
年
に
バ
ブ
ル
経
済
が
崩

壊
し
た
以
降
、

最
も
活
発
な

額
と
伸
び
率

で
あ
る
。�

　
一
方
、「
企
業
倒
産
」は
減
り
、雇
用

不
安
が
解
消
に
向
か
っ
て
い
る
。
昨
年

度
ま
で
は
五
％
を
超
え
て
い
た「
完
全

失
業
率
」が
四
％
台
に
減
少
し
て
き
た
。

そ
し
て
、雇
用
の
増
加
か
ら「
有
効
求

人
倍
率
」が
昨
年
度
の
平
均
０
・
六
九

倍
か
ら
０・
八
倍
近
く
に
高
ま
っ
て
き
た
。�

　
だ
か
ら
、「
リ
ス
ト
ラ
時
代
の
終
息
」を

宣
言
し
た
よ
う
に
、今
夏
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
ボ
ー
ナ
ス
支
給
は
史
上
最
高
額
で
あ

る
。�

　
そ
こ
で
、落
込
ん
で
い
た
個
人
消
費
は
、

昨
年
度
ま
で
の
マ
イ
ナ
ス
が
プ
ラ
ス
に
転

じ
て
四
％
台
に
ま
で
上
昇
し
て
き
た「
消

費
支
出
」で
あ
る
。
買
い
物
も
盛
ん
に
な

る
方
向
を
示
し
出
し
た
の
で
あ
る
。�

　
こ
う
し
た
中
で
、景
気
回
復
判
断
の

決
め
手
は
、企
業
経
営
者
が
見
通
す
「
日

銀
短
観
業
況
判
断
」に「
先
行
き
強
気
」

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。�

　
経
済
活
動
は
「
安
心
の
シ
グ
ナ
ル

と
と
も
に
加
速
す
る
」
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
見
方
に
た
て
ば
、も
は
や「
平

成
大
不
況
は
脱
出
し
た
」
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。�

　
も
は
や
、「
不
況
嘆
き
」な
ど
を
し

て
い
る
時
期

で
は
な
い
。

収
益
の
拡

大
に
真
剣

に
取
り
組
む
景
気
の
上
昇
期
で
あ
る
。�

周
囲
を
見
渡
せ
ば
、新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
芽
生
も
注
目
さ
れ
る
。
大

い
に
学
ん
で
企
業
経
営
の
繁
栄
に
活

か
し
た
い
。�

　
経
済
環
境
は「
大
き
く
変
化
し
て

不
況
は
脱
出
し
た
」の
で
あ
る
。�

オリジナル商品も多数販売�

村全体が一目でわかるマップ�

あいさつする団長の大井商工会長�

7
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水橋商工会　　　 

主席経営指導員　荒 川　 清

経経
営営
指指
導導
員員

レレ
ポポ
ーー
トト

中
国
遼
寧
省
技
術
研
修
生

受
れ
入
事
業
に
取
り
組
ん
で

　
三
年
間
の
技
術
研
修

　

外
国
人
研
修
生
受
入
事
業
を
約

七
年
間
担
当
し
、
こ
の
間
に
中
国

人
研
修
生
を
七
十
名
程
受
入
れ
を

行
な
っ
た
。

　

こ
の
受
入
事
業
は
、
富
山
県
と

の
友
好
都
市
、
中
国
遼
寧
省
の
研

修
生
を
受
入
れ
し
、
一
年
間
の
非

実
務
研
修
、
実
務
研
修
を
商
工
会

及
び
受
入
企
業
に
お
い
て
行
な
い
、

研
修
評
価
を
し
て
基
礎
２
級
の
技

能
検
定
に
合
格
後
、
在
留
資
格
を

「
特
定
活
動
」
に
変
更
し
、
技
能

実
習
計
画
に
基
づ
き
更
に
二
年
間

日
本
人
と
同
じ
処
遇
で
働
く
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
従
っ
て
、

研
修
生
は
三
年
間
日
本
に
滞
在
し

技
術
の
習
得
に
励
み
、
三
年
後
に

中
国
へ
帰
っ
て
日
本
で
学
ん
だ

技
術
を
活
か
し
、
国
際
交
流
、

国
の
経
済
発
展
に
寄
与
す
る
の

が
目
的
で
あ
る
。

　
今
年
の
受
入
れ
期
日
が
迫
る
中

　

数
年
前
よ
り
受
入
れ
を
行
な

っ
て
い
る
会
社
の
研
修
生
が
三

年
の
研
修
期
間
を
終
え
て
全
員

帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
事

業
も
こ
れ
が
最
後
に
な
る
の
か
と

思
わ
れ
た
が
、
今
年
三
月
に
他
社

よ
り
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
相
談

し
た
い
と
連
絡
が
あ
り
、
早
速
に

実
訪
を
行
な
い
説
明
を
し
た
。
会

社
は
受
入
れ
し
た
い
希
望
を
も
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う

も
決
断
が
つ
か
な
い
様
子
で
あ
り
、

さ
ら
に
話
を
聞
く
と
、
今
は
仕
事

が
大
変
忙
し
い
が
、
来
年
以
降
の多くの研修生を受け入れての歓迎式

見
通
し
が
不
透
明
で
決
め
か
ね
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
中
国
遼
寧

省
で
の
研
修
生
の
面
接
期
日
も
迫

っ
て
い
る
中
、
今
年
の
受
入
れ
は

無
理
か
な
と
思
わ
れ
た
。
そ
う
し

た
中
、
県
連
で
今
年
度
の
受
入
れ

を
す
る
た
め
の
連
絡
会
議
開
催
の

知
ら
せ
が
き
た
の
で
、こ
の
会
社
に
、

今
年
の
受
入
れ
は
時
間
的
に
無
理

か
も
知
れ
な
い
が
、
勉
強
し
て
も

ら
う
意
味
で
出
席
の
依
頼
を
し
た
。

　

三
名
の
研
修
生
を
受
入
れ

　

数
日
後
、
会
社
か
ら
三
名
の
中

国
人
研
修
生
の
受
入
れ
を
し
た
い

旨
連
絡
が
あ
り
、
す
ぐ
に
中
国
遼

寧
省
を
訪
問
、
研
修
希
望
者
と
面

接
し
三
名
の
研
修
生
受
入
れ
を
決

め
、
名
古
屋
入
国
管
理
局
へ
提
出

す
る
在
留
資
格
認
定
証
明
交
付
申

請
を
作
成
提
出
を
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
多
数
の
中
国
人
研
修

生
を
受
入
れ
し
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
や

体
調
を
崩
さ
な
い
か
心
配
す
る
こ

と
も
多
か
っ
た
が
、
ど
の
研
修
生
も

真
摯
に
技
術
習
得
に
努
め
た
お
か

げ
で
、
今
年
も
第
十
三
次
研
修
生

を
受
入
れ
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。

紙
は
不
要
で
す
。

二

�

更
地
等
の
土
地
を
借
り
て
駐

車
場
と
し
て
使
用
す
る
場
合

　
　

土
地
を
駐
車
場
と
し
て
賃
貸

借
す
る
形
態
に
な
り
、
こ
の
ケ

ー
ス
は
「
土
地
の
賃
借
権
の
設

定
に
関
す
る
契
約
書
」
に
該
当

し
、
印
紙
税
が
か
か
り
ま
す
。

三

�

車
庫
を
借
り
る
場
合

　
　

車
庫
と
い
う
施
設
の
賃
貸
借

契
約
に
な
り
ま
す
か
ら
一
と
同

様
に
印
紙
は
不
要
で
す
。

四

�

車
の
保
管
（
寄
託
）
契
約
の

場
合

　
　

こ
の
場
合
は
、
車
と
い
う
物

品
の
寄
託
契
約
書
に
当
た
り
、

印
紙
は
不
要
で
す
。

（
税
理
士　

菅
原
昌
仁
）

駐
車
場
賃
貸
借
契
約
の

場
合
の
印
紙
に
つ
い
て

　

Ｑ

�

駐
車
場
を
借
り
た
場
合
の

賃
貸
借
契
約
書
に
は
印
紙
の
貼
付

が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

　

Ａ

�

土
地
の
賃
借
権
の
設
定
又

は
譲
渡
に
関
す
る
契
約
書
は
、
印

紙
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
が
、

土
地
以
外
の
賃
貸
借
に
関
す
る
契

約
書
に
は
印
紙
は
い
り
ま
せ
ん
。

　

駐
車
場
の
賃
貸
借
契
約
の
形
態

と
、
印
紙
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て

以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

一

�

月
極
駐
車
場
に
駐
車
す
る
契

約
の
場
合

　
　

駐
車
場
と
い
う
施
設
の
賃
貸

借
契
約
書
に
な
り
ま
す
か
ら
印

●お問い合せは�

北日本印刷株式会社�
コミュニケーション支援企業�

tel 076-432-2126◎本　社 〒930-0094  富山市安住町7-36 
◎東京営業所　tel 03-5296-9201　◎草島工場　tel 076-435-4820（代）�
URL　http://www.knpkk.co.jp/　E-mai l　info@knpkk.co.jp
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６
日�
〜
７
日�
・
高
岡
商
工
ビ

ル
、
９
月　

日�
〜　

日�
・
高

１６

１７

岡
文
化
ホ
ー
ル　
計
４
日
間　
▽
受

講
料
８
千
８
百
円
▽
締
切
り
８
月

　

日�
３０

������においで
������

������

 新 　 川 　 荘 
にい かわ そう

TEL０７６５－６２－１１３９

��
��お泊

りは

会員になられますと…

ふれあいクラブで

大きな特典

�
研研
修
の
ご
案
内

修
の
ご
案
内

富
山
県
中
小
企
業
大
学

【
強
い
営
業
部
隊
の
つ
く
り
方
】

▽
定
員　

人
▽
期
日
・
場
所
８
月

３０

５
日�
〜
６
日�
・
高
岡
商
工
ビ

ル
、
８
月　

日�
〜　

日�
・
高

１９

２０

岡
文
化
ホ
ー
ル　
計
４
日
間　
▽
受

講
料
８
千
８
百
円
▽
締
切
り
７
月

　

日�
２９【

原
価
管
理
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の

進
め
方
】

▽
定
員　

人
▽
期
日
・
場
所
８
月

３０

　

日�
〜　

日�
、
９
月
８
日�

２４

２５

〜
９
日�
、
９
月　

日�
〜　

日

２１

２２

�
・
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー　

計
６
日
間　
▽
受
講
料
１
万
３
千

２
百
円
▽
締
切
り
８
月　

日�
１７

【
成
果
主
義
人
事
制
度
の
考
え

方
・
進
め
方
】

▽
定
員　

人
▽
期
日
・
場
所
９
月

３０

　

《
申
込
先
》

富
山
県
商
工
連
合
会
・
研
修
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
―
４
４
１
―
２
７
１
６

h
ttp
://w

w
w
.s
h
o
ko
re
n
to
ya
m
a
.o

  
   
    
 
 
  
 
 
  
  
 
‐  
  
 
 
  

r.jp
/̃d
a
ig
a
ku
/

    
   
 
  
 
  
 

�
富
山
県
新
世
紀
産
業

機
構
研
修
日
程

【
新
商
品
開
発
の
考
え
方
か
ら
進
め

方
、
企
画
書
作
成
、
販
路
開
拓
ま
で
】

▽
定
員　

人
▽
期
日
・
場
所
９
月

３０

７
日�
〜
９
日�
・
富
山
技
術
交

流
セ
ン
タ
ー　
計
３
日
間　
▽
受
講

料
３
千
円
▽
締
切
り
定
員
に
な
り

次
第

【
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
取
得
検
討
企

業
セ
ミ
ナ
ー
】

▽
定
員　

人
▽
期
日
・
場
所
９
月

３０

　

日�
・
富
山
技
術
交
流
セ
ン
タ

１５ー
▽
受
講
料
千
円
▽
締
切
り
定
員

に
な
り
次
第

　

《
申
込
先
》

富
山
県
新
世
紀
産
業
機
構

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
―
４
４
４
―
５
６
０
６

h
ttp
://w

w
w
.to
n
io
.o
r.jp
/jin
za
i/in
d

 
   
    
 
 
   
 
  
  
    
    
  
    
 

e
x0
6
_1
.h
tm
l

 
  
 
  
  
  
 

県
・
市
町
村
統
一

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
へ
の

参
加
を�

９　／　８
�

　

富
山
県
は
、
全
国
的
に
見
て
マ

イ
カ
ー
利
用
の
割
合
が
極
め
て
高

く
、
こ
れ
が
交
通
渋
滞
や
交
通
事

故
の
増
加
、
公
共
交
通
の
衰
退
を

招
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
で
は

昨
年
よ
り「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」

を
設
定
し
、
今
年
も
国
の
機
関
、

民
間
事
業
者
、
一
般
県
民
へ
も
広

く
呼
び
か
け
て
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

●
実
施
日

　

平
成　

年
９
月
８
日�

１６

●
参
加
形
態

　

①
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

　

②
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
（
最

寄
駅
ま
で
マ
イ
カ
ー
利
用
）

　

③
相
乗
り

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　県内企業のビジネスパート
ナーとして有望な中国企業の
部品・材料展示商談会。中国
市場開拓をテーマにしたセミ
ナー等も開催。
◆主催
　富山県、日本貿易振興機構
（ジェトロ）、「NEAR2004・
中国」実行委員会
◆時期
　平成１６年９月７日�、８日�
　９～１７時
◆場所
　富山産業展示館

（テクノホール）
〈問合せ先〉
　環日本海貿易交流センター

（富山県立地通商課）
　TEL　076（432）1321

「NEAR２００４・中国」
部品・材料展

http://www.gib-life.co.jp/
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イベント名�
庄川水まつり�
リバーサイドフェスタ２００４�
まほろば夕市�
声楽サマー・セミナー２００４�
第３５回入善ふるさと七夕まつり�
和合商工夏まつり｢Wａ！Gｏ！｣だらまつり�
第１９回ふなはしまつり�
市の里福野　昼市�
ふる里ふれあい夏まつり�
越中大門サマーフェスティバル�
ふるさと観光上市まつり�
第１６回下条川まつり�
つざわ川まつり　納涼花火大会�
第１５回いなみ八乙女山八文字焼�
峡谷花火饗宴�
市の里福野ビッグ夏の２・７市2004�
スキヤキ・ミーツザ・ワールド2004�
‘04華街道くれは祭り�
庄川なんでも市�
夏まつりリバーサイド2004�
越中おわら宇奈月編�
熊野神社稚児舞�
安田城月見の宴�
�

日　時�
7／３１（土）～８／１（日）am10:00～�
８／１（日）�
８／７（土）�
８／３（火）ガラ・コンサート、８／５（木）ミニ・オペラ・コンサート�
８／５（木）～７（土）�
８／７（土）�
８／７（土）�
８／７（土）１０:００～１４：００�
８／８（日）ｐｍ４：３０～９：３０�
８／８（日）ａｍ１１：００�
８／１３（金）�
８／１３（金）ｐｍ３：００�
８／１５（日）ｐｍ７：３０�
８／１６（月）�
８／１８（水）ｐｍ８：１０�
８／２０（金）～２２（日）�
８／２０（金）～２２（日）�
８／２１（土）ｐｍ２：００～８：００�
８／２２（日）ａｍ９：００～ｐｍ１：００�
８／２２（日）雨天の場合は8／29（日）�
８／２５（水）～３１（火）ｐｍ８：００�
８／２５（水）�
８／２８（土）�

お問い合せ先�
庄川町役場�
福岡町商工会�
立山町商工会�
福光町役場�
入善町商工会�
和合商工会�
ふなはしまつり実行委員会�
福野町商工会�
ふる里ふれあい夏まつり実行委員会�
大門町商工会�
上市町商工会�
小杉町商工会�
つざわ川まつり実行委員会�
八文字焼実行委員会�
宇奈月町商工会�
福野町商工会�
福野文化創造センター�
呉羽商工会�
庄川町商工会�
小矢部商工会�
宇奈月町商工会�
婦中町商工会�
婦中町商工会�

�
０７６３-８２-１９０４�
０７６６-６４-３０８８�
０７６-４６３-１２２１�
０７６３-５２-１１１１�
０７６５-７２-０１６３�
０７６-４３５-０１８２�
０７６-４６４-１５１６�
０７６３-２２-２５３６�
０７６３-６４-２２１１�
０７６６-５２-３５１０�
０７６-４７２-０716�
０７６６-５５-００７２�
０７６６-６１-２３５６�
０７６３-８２-１１８０�
０７６５-６２-１１３６�
０７６３-２２-２５３６�
０７６３-２２-１１２５�
０７６-４３６-０１３５�
０７６３-８２-１１５５�
０７６6-67-0756�
０７６５-６２-１１３６�
０７６-４６５-５７００�
０７６-４６５-５７００�

 
　
入
善
ふ
る
さ
と
七
夕
ま
つ
り
は

今
年
で
第
三
十
五
回
を
数
え
ま
す
。�

　
八
月
五
日（
木
）六
日（
金
）七
日

（
土
）の
三
日
間
、商
工
会
前
特
設
ス

テ
ー
ジ
、中
心
商
店
街
に
て
沢
山
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
!!��

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、五
日（
木
）

の
ど
自
慢
コ
ン
テ
ス
ト
、ゲ
ス
ト
は
町

出
身
の
歌
手
沢
田
美
紀
さ
ん
、六
日

（
金
）千
人
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
、七
日

（
土
）こ
ど
も
映
写
会
を
行
い
ま
す
。�

七
日
は
商
店
街
で
入
善
音
頭
街
流

し
、フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
す
。�

�

　
和
合
商
工
夏
祭
り「
ｗ
ａ
！
ｇ
ｏ
！

だ
ら
ま
つ
り
」
が
八
月
七
日（
土
）、

四
方
海
浜
公
園
特
設
ス
テ
ー
ジ
一
帯

で
開
く
。�

　
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
名
称
は
、同
地

区
で
昭
和
初
期
ま
で
行
わ
れ
た
盆

踊
り
「
だ
ら
だ
ら
盆
」
か
ら

採
っ
た
も
の
で
、今
年
で
二

回
目
。�

　
メ
ー
ン
の「
火
祭
り
新
事
」

で
は
、夕
刻
に
海
岸
に
敷
き

詰
め
た
約
三
百
本
の
た
い
ま

つ
に
点
火
し
、そ
れ
を
合
図

に
華
麗
な
る
フ
ァ
イ
ア
ー
シ

ョ
ー
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

終
演
近
に
巫
女
が
た
い
ま
つ

で
飾
ら
れ
た
舟
で
浜
辺
に

到
着
し
、ス
テ
ー
ジ
で
浦

安
の
舞
を
披
露
す
る
。こ

の
他
、会
場
内
で
は
、だ
ら

り
ん
ピ
ッ
ク
や
大
道
芸
、

だ
ら
だ
ら
市
場
な
ど
の

催
し
が
多
数
行
な
わ
れ
る
。�

　
十
六
日（
月
）井
波
町

八
乙
女
山
で
夜
空
に
描

く
八
文
字
焼
き
「
い
な
み

八
乙
女
山
八
文
字
焼
」が

午
後
八
時
点
火
さ
れ
る
。

祖
先
の
遺
徳
を
感
謝
す

る
送
り
火
、夜
空
を
美
し

く
彩
る
送
り
火
「
八
乙
女

山
八
文
字
焼
」
を
見
に
来

て
下
さ
い
。ま
た
、参
加
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中
で
す
。�

�

�

入善ふるさと七夕まつり�

夜空を彩る送り火「八文字焼」�

巫女による「浦安の舞」�
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